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１．概要（Summary） 

本研究は、感光性レジストと銅粒子を懸濁した複合材

料の特性（光熱効果による昇温特性および加工特性）を

用いて、微小管運動（生体試料であるキネシンと微小管

の運動系）の速度および方向制御デバイスを開発するこ

とが目的である。目的の達成に向けて、感光性複合材料

を調製し、マイクロ構造を製作するとともに、デバイス上に

微小管運動を構築した。微小管運動を観察した結果、微

小管の移動速度が励起光の照度の増加に伴い最大 3.2

倍増加した。デバイス製作に使用するフォトマスクは、山

口大学微細加工プラットフォームのマスクレス露光装置を

使用して製作した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・触針式表面形状測定装置 

・マスクレス露光装置 

・ECRエッチング装置 

【実験方法】 

感光性レジスト SU-8 と粒径 1 mの銅粒子を懸濁し、

複合材料を調製した。フォトリソグラフィを用いて、ガラス

基板上に複合材料製の構造を製作した。その後、基板上

に簡易流路を形成し、流路内に試薬を導入することで微

小管運動を構築した。微小管運動の観察には倒立型顕

微鏡を使用し、照射する緑色光の照度変更に対する微小

管の速度変化を評価した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

製作したデバイスを観察した結果、ガラス基板上に所

望のパターンが形成されており、パターンの崩れや剥離

は見られなかった。また、複合材料製の構造付近を移動

する微小管の移動速度を評価した結果、Fig. 1 に示すよ

うに照度の増加に伴い移動速度は増加し、初期速度に比

べて最大 3.2 倍増加した。一方、複合材料がない基板上

では大きな速度変化は見られなかった。複合材料の光熱

効果による温度上昇が速度増加の要因であると考えられ

る。今後は、微小管運動の方向制御を同一デバイス上で

実現するために、デバイスの構造寸法や製作プロセスを

最適化する計画である。 
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Fig. 1 Evaluation results of gliding velocity 

 


